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＜連絡事項＞

・なし

＜患者様連絡事項＞

・川村　早苗様～東合併症室から東Cユニットへ移動。

・中島　とし様～東Cユニットから東合併症室へ移動。

＜隔離・拘束患者様ケース検討＞
・畑中　成夫様～時間隔離中。妄想様の発言やBユニットに向かった行動は見られない。女性患者様に声をかけられ女性部屋に誘い込まれる事はあるが、介入にて直ぐに退室し逸脱行為はない。説明には聞き入れ出来ている。引き続き、逸脱行為・問題行動があった場合は、その都度振り返っていただき、適切な判断と行動ができるように援助していく。

・澤村　彬　様～時間隔離中。ホール内の徘徊は見られるが、奇声や他者への付きまとい見られない。昨日お母様と面会しているが、面会中も穏やかで不穏さは無い。今後の外泊について確認していく。他者とトラブルにならないよう、適宜介入し安全に生活できるように援助する。

・澤口　利香様～終日隔離中。日課以外は臥床して過ごし、本人からの訴えは無い。内服は口腔内確認し、問題なく服用する。本人への行動の振り返りを促し、早期の処遇改善を図れるよう援助する。

＜要注目患者様＞
・阿部　憲幸様～バイタルサイン異常なく経過。エプリッチはむせ込みなく摂取できており、内服も問題なく行う。疎通は良好で点滴ライン弄りなし。呼吸音も穏やか。

・居ヶ内　みね様～トイレの要求頻回にあるが、一人で立ち上がる事はなく手引き歩行で移動している。要求が通らないとやや不機嫌さはあるが、直ぐに同内容を繰り返すなど失見当識著明。

・中居　松男様～食事は拒否あるが介助にて主食のみ全量摂取。服薬は再三の促しで服用している。自室で床に寝転がり、時折大声での独語聞かれている。

・玉岡　公子様～多弁さはあるが訴えの多さはなく、他者干渉は目立たない。自室で過ごしており、行動は落ち着いている。

・宮地　久美子様～多弁さ・訴えの多さはあるが、話の切り上げは出来ている。他者干渉は見られるが過度となる事はない。表情はぼんやりとしており、手指振戦見られているが、日課への支障はない。

・水野　和子様～食事・服薬の拒否はない。帰宅要求もなく不穏さや介入拒否なく過ごしている。

・滝沢　繁倫様～17：30急に興奮し粗暴行為あり。トイレの便座をはずしドアの窓にたたきつけ窓を破損する。伊藤Drに報告しレボトミン（25）0.5A筋注の指示あり17：35右臀部に施行する。30分後も落ち着かなければ再度レボトミン（25）0.5A筋注の指示となっていたが落ち着いている。夕食は不食するが、服薬は拒否なし。夜間は良眠され、今朝昨日の出来事を覚えていると話し、謝罪している。

本日、13：30帰宅要求訴え昨日同様、急な興奮状態見られ粗暴行為あり。継続指示服用し、一時的に興奮状態は治まるが、15：00頃より再度興奮あり。リスペリドン内用液（0.5）1P服用するも興奮収まらず、田名部Dr報告しレボトミン（25）1A筋注の指示あり、15：30スタッフ3名で施行する。

＜深澤Dr診察情報＞

・宮崎　榮子様～臨時薬一部変更し、メマリーOD（5）1T　1×vdsに追加となり7日分処方。

・金堀　さち様～臨時薬一部変更し、メマリーOD（10）→（15）へ増薬。レミニールとデパケンシロップを液剤から錠剤へ形状のみ変更となる。

・中島　とし様～全身の浮腫あり。見られている事から、フロセミド（20）2T　2×朝・夕食後に追加処方。全身状態管理の為、合併症室へ移動。
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発生事故振り返りミーティング

実施日

8月30日�

実施場所

東病棟スタッフルーム

発生事故

内容

宮地　久美子様から被害的な訴えをもちかけ、それに対し苛々が募り藤井　崇史様が

暴力行為に及んだ

原因分析

・病状が悪化し興奮状態が続いていた（他者干渉・迷惑行為が見られる状態）

・部屋が向かい合わせ

事故対策

検討内容

・療養環境を調整する必要があった。

・病状不安定な方を常に見守れる場所に配置する必要があった


＜事故振り返りミーティング＞

